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図 1 ブルシャスキー語圏地図 (Stellrecht 1995: iv・Rashid 2005: 20 を基に筆者作成) 
                                                        
†1 話者は約 5～7 万人。言語系統は不明。基本語順 SOV の膠着語であり、分裂能格言語。ピッチ･アクセ
ント(V ＝高ピッチ)を持つ。母音は各方言共通で i, e, a, o, u の 5 つ、それぞれ長短の区別がある。本稿で
関係する方言の子音音素は、以下の通り：p, b, ph /p/, t, d, th /t/, t  //, d  //, t h //, k, g, kh /k/, q, qh 
/q/, m, n, ŋ, s, z, s  //, š //, γ //, h, c /ts/, ch /ts/, c  //, j  //, c h //, č /t/, j /d/, čh /t/, l, r 
//, w, ỵ / /, y /j/。無文字言語であり、本稿での表記は Tiffou(1999)に従った。名詞に 4 つのクラス(HM・HF・
X・Y)がある。 
†2 本稿では、ブルシャスキー語で girám(PL girámiŋ)と呼ばれる、或る地域の中心的集落を「町」と、そし
て、それより小さい区画であり、girám の下位に分類される mahalá(PL mahalámiŋ)を「村」と、それぞれ訳
している。各 mahalá には、必ず 1 つずつ、jamaát qhaaná(礼拝所・集会所)が存在する。 
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ジュナー語 Khajuna)・ヤスィン方言(別名：ワルチクワール語 Werchikwar)の 3 つである。 
 §1.0 で述べた通り、前二者は地理的に近接しており(図 1 参照)、果然、方言としても近
似していると考えられる。対してヤスィン方言は、比較的、差異が大きい。表 1 を参照さ
れたい。 
表 1 語彙共通率(%) 
ハイデラバード町(フンザ) 
94 大ナゲル町(ナゲル) 
68 68 ヤスィン中央町(ヤスィン) 







ィン方言を除いた 2 つの方言を対照する形で、簡潔に解説する。 
 
図 2 ガネシ方言(仮)予想･簡易模式図 
 
 猶、先行研究としては Varma(1941)があるのだが、これは Lorimer の 1935-8 年の研究†3を
元にしてフンザ方言とナゲル方言との差異を考えているものであり、「方言論」と銘打って 
                                                        
†3 Lorimer, D. L. R. (1935-8) The Burushaski Language: vol.I: Introduction and Grammar (1935a); vol.II: Texts 
and Translations (1935b); vol.III: Vocabularies and Index (1938). Oslo: H. Aschehoug & Co. (W. Nygaard). 
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 以下表 2 で、一先ずは Varma(1941: 133)に述べられている両方言間の相違点を簡潔に纏
め、挙げる。但し両者は基本が大きく共通しているので、相違点もそれ程多く列挙できる
わけではない。 












性が考えられる：例) huk ⇒ huk-ánc/huk-ái「犬(X)」；urk ⇒ urk-ánc/urk-ái「狼(X)」。フンザ




る：hukái (HZ) ＞ hukánc/hukái (NG) ?≫ hukánc。 








を好んで用いる傾向が窺える。表 3 で-anc よりも上位に
就けていた複数接尾辞：-išo・-muc・-o をフンザ方言で
用いている語でも、ナゲル方言で-anc を用いている例が
見られる(náal ～ sal)。また、フンザ方言で-anc よりも
頻度の低い接尾辞(表 3 参照)と-anc とを併用している語
が、ナゲル方言では-anc のみに収束している例も見付け
られるだろう(siq ～ s oq)。点線で劃した他の領域には、 
表 3 複数接尾辞出現数(n／1350) 
形式 出現数 形式 出現数 
-iŋ 210 -uts 33 
-išo 176 -əro 27 
-muts 173 -ko 23 
-o 158 -εŋ 21 
-nts 85 -oŋo 19 
-miŋ 81 -ints 17 
-čiŋ 54 -nts 16 
-ŋ 54 -kuts 14 
-tiŋ 52 -čŋ 14 
-ŋ 41 -mičiŋ 10 
(Vogt 1945: 97、一部改変) 
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先述の、ナゲル方言で稀少接尾辞と-anc とを併用している語(huk ～ bun)や、フンザ－ナ






表 4 複数接尾辞-ancの方言間の現れの違い 
単数形・訳 フンザ方言 ナゲル方言 
huk「犬」 hukái hukánc/hukái 
urk「狼」 urkái urkánc/urkái 
bun「岩」 bundó bundánc/bundó 
siq「鏃」 siqánc/síquc siqánc 
šen「板ベッド」 šenánc/šenóŋo šenánc 
s oq「靴底」 s oqánc/s óquc s oqánc 
j u「経糸」 j uánc j uánc 
laphót  @-˙mis 「親指」 laphót  @-˙mianc laphót  @-˙mianc 
náal「仲間、伴侶」 náališo naalánc 
mot is「脂の多く乗った家畜」 mót išo mót ianc 
γaỵ「経糸」 γáỵmuc γaỵánc 
phíri「水棲の線虫」 phírimuc phírianc 
sar「毛糸玉」 saró saránc/saró 
sal「碾臼の平らな石」 saló salánc 










 ・調査期間： 2005 年 8 月 19 日～9 月 5 日 
 ・調査地点： カリマバード村 宿 Old Hunza Inn 食堂 (Š. A.) 
バルティット町 城砦 Baltit Fort (E. K.) 
モミナバード村 動物病院 (A. H.・Š. Qh.) 
 ・調査コンサルタント： 
A. H.―男性、36 歳、チャルト出身、B.A.修了、政府役人(動物医師) 
ガネシ町のブルシャスキー語に関して 
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(A. H.は多少ナゲル方言の知識有り) 
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E. K.―男性、29 歳、カリマバード出身、B.A.修了、城内ガイド・地元議会議長 
(E. K.のデータはフンザ方言の代表として用いる) 
Š. Qh.―男性、23 歳、ガネシ出身、10 学年修了、政府役人(動物医師) 
Š. A.―男性、20 歳、ガネシ出身、B.A.修了、小学校教師 
 ・調査内容： 基礎語彙 1000 語 ～ Š. Qh. 
基礎語彙 500 語 ～E. K. 
ウルドゥー語受身文のブルシャスキー語訳 ～ Š. Qh.・E. K. 
筆者との雑鼎談 ～ A. H.・Š. Qh. 
筆者との雑対談 ～ Š. A. 
 
3. ガネシ方言(仮) 





 ガネシ町は、フンザ谷の観光の中心的宿場であるカリマバード村 Karimabad より、舗装道
路で大きく迂回しつつ谷底方面へ約 3km、道路沿いに 2 つ隣の集落であり、その中心を
KKH†4が通っていて、南はフンザ川に面している(図 1 参照)。ガネシ町の住民は、その殆ど













形の語・どちらかの方言でのみ 2 つ以上の形が使われ得るもの)は 46 語(全体の内の 5.2%)†5
あった。また、フンザ方言ともナゲル方言とも違う形(アルティット町 Altit での使用が記 
                                                        
†4 KaraKoram Highway：フンジュラーブ峠を挟んでパキスタン(ラーワルピンディー/イスラマバード)と中
国(カシュガル)とを結ぶ、舗装道。中国と協同して 1978 年に開通。有史以前の岩絵や、3 大山脈(ヒマラ
ヤ・カラコラム・ヒンドゥークシ)のジャンクション･ポイントなどといった見所がある。頻繁に土砂崩れ
で通行不能となる。冬の間(大体 11～3 月)は、峠が封鎖される。 
†5 凡そ、Backstrom(1992)の統計(表 1 参照)と大体合致し、裏付けになっている。 
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述されているもの)を用いるものが 1 語だけあった。その内訳は、表 5 の通りである。†6 
表 5 語幹の上での偏り 
フンザ方言形 ナゲル方言形 他 計 
32 (68.1%) 14 (29.8%) 1 (2.1%) 47 (100.0%) 
 
 以下に例を 1 つずつ列挙する。例 11 までは、フンザ方言との共通部分には下線、ナゲル
との共通部分には網掛けを施し、また、いずれとも違った形式の場合には必要に応じて囲
みをした。 
(1) γuqú ⇒ γuqúmuc 「リンパ腺肥大症」 
γuqú ⇒ γuqúmuc (HZ) γaálo ⇒ γaálomuc (NG) 
(2) kapatóo ⇒ kapatóomuc 「卵の殻」 
t ukóro ⇒ t ukóromuc (HZ) kapatóo ⇒ kapatóomuc (NG) 
(3) @-ní ⇒ @-ní 「顎鬚」 
@-ŋí ⇒@-ŋíčaŋ (HZ) @-ŋé ⇒@-ŋé (NG) 




語・どちらかの方言でのみ 2 つ以上の形が使われ得るもの)は、60 例あった。けれども、
その内の 2 例は、ガネシ方言(仮)に於いて、フンザ方言の接尾辞とナゲル方言の接尾辞と
の両方を用いるのだということであった：banéen ⇒ banéey-o (HZ)／banéen-išo (NG)†7「プ
ルオーヴァー」；biík ⇒ biík-ičiŋ (HZ)／biík-ičaŋ (NG)「ギンヤナギ［? Ger. Silberweide］」。†8 
その為、これら 2 つの例は統計上では除外した。加えて、Berger(1998)に記載されているど
ちらの方言の接尾辞とも異なり、しかし類似した形のものを用いて複数表示しているもの
が 2 例あった。以下、表 6 に内訳を挙げる。†9 
表 6 接尾辞の上での偏り 
フンザ方言形 ナゲル方言形 他 計 
33 (55.0%) 25 (41.7%) 2 (3.3%) 60 (100.0%) 
 
(4) @-ríiŋ ⇒ @-ríiŋčiŋ 「手」 
  @-ríiŋ ⇒ @-ríiŋčiŋ (HZ) @-ríiŋ ⇒ @-ríiŋčaŋ (NG) 
                                                        
†6 この他に、Berger(1998)に記述されていない語が 12 語あった。 
†7 HZはフンザ方言の接尾辞を用いた形、NGはナゲル方言の接尾辞を用いた形を意味している。 
†8 ブルシャスキー語は、或る 1 つの語が、意味上の違いを見せずに、時に同一の話者に於いても、2 つ以
上の異なった複数接尾辞を取り得る：gaad í ⇒ gaad é-nc／gaad í-muc「車(X)」；biaíi/biáii ⇒ biaíi-ŋ
／biái-miŋ／biái-mičiŋ「病気(Y)」(吉岡 2005: 89)。 
†9 Berger(1998)に記述されていない(全く類似もしていない)接尾辞形は 3 例あった。 
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(5) γaqáỵum ⇒ γaqáỵumiŋ 「苦い」 
  γaqáỵum ⇒ γaqáỵum (HZ) γaqáỵum ⇒ γaqáỵumiŋ (NG) 
(6) gus ⇒ gušínanc 「女」 
  gus ⇒ gušíŋanc (HZ) gus ⇒ gušíanc (NG) 
(7) čhat  ⇒ čhat óiko 「低い」 












(8) čajúus  ⇒ čajúus išo 「瓶」 
  čajúus  ⇒ čajúanc (HZ) jajúus  ⇒ jajúus išo (NG) 
(9) daróγo ⇒ daróγomuc 「茎」 
  daróγo ⇒ daróγoišo (HZ) daráγuỵ ⇒ daráγuỵmuc (NG) 
(10) mapéer ⇒ mapéerišo 「老いた」 
  mapéer ⇒ mapéertiŋ (HZ) maphéer ⇒ maphéerišo (NG) 
(11) @- lpur ⇒ @- lpuriaŋ 「瞼」 






下線部が該当箇所である。例文 12 がフンザ方言、例文 13 がガネシ方言(仮)の例であり、
例文 14 は、Tiffou(1999)などを基にして作成した、ナゲル方言の作例である。3 つの地域で
異なっているのが確認できる。 
                                                        
†10 接尾辞ではなく、接尾語(コピュラの接語形)である。例文 13 などを参照されれば判る通り、動詞語幹
とは別にアクセントを保持している為、これを別の語として認定した。例文 12 では éeráan となる筈なの
だが、不可解な事に、調査時にこの人称接頭辞にはアクセントが置かれていなかった。接語を伴った場合
に、主要部のアクセントが第二アクセントに降格される可能性が現段階では考えられるが、未分析であ
る：éer-＋=áan ⇒ èeráan。 
ガネシ町のブルシャスキー語に関して 
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(12) HZ iné  jeélar eeráan. 
  iné-Ø  jeél-ar i-˙μ-√r-Ø=√bá-an-Ø 
  that.H†11-ABS jail-DAT 3SG.HM-send-PF=COP.H-3PL.H-RE 
  「彼は刑務所に送られました。」    (E. K.) 
(13) Ganesh in  jeélar éeróon. 
  in-Ø  jeél-ar i-˙μ-√r-Ø=√bá-an-Ø 
  he.REM-ABS jail-DAT 3SG.HM-send-PF=COP.H-3PL.H-RE 
  「彼は刑務所に送られました。」    (Š. Qh.) 
(14) NG iné  jeélar éeru  báan. 
  iné-Ø  jeél-ar i-˙μ-√r-Ø  √bá-an-Ø 
  that.H-ABS  jail-DAT 3SG.HM-send-PF COP.H-3PL.H-RE 









表 7 単独使用でのコピュラ現在形 
 フンザ方言 ガネシ方言(仮) ナゲル方言 
 SG PL SG PL SG PL 
1 báa báan báa báan báa báan 
2 báa báan báa báan báa báan 






3 HF bo bo bo 
3 X bi bién bi bién bi bió 
3 Y bilá bicán bilá bicán dilá bicán 
(Tiffou 1999: 208。一部改変・ガネシ方言(仮)追加) 
                                                        
†11 HM類と HF類とを区別しない時は、纏めて H類と呼ぶ。 
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表 8 一般動詞(-˙ t-「する」)未来形 
 フンザ方言 ガネシ方言(仮) ナゲル方言 
 SG PL SG PL SG PL 
1 éčam éčan éčam éčan éčam éčan 
2 éčuma éčuman éčuma éčuman éčuma éčeen 






3 HF éčo/éčumo éčo/éčumo éčoo 
3 X éči/éčimi éčie(n) éči/éčimi éčie(n) éčii éčio 
3 Y éči/éčimi éči/éčimi éči/éčimi éči/éčimi éčii éčii 
(Tiffou 1999: 208。一部改変・ガネシ方言(仮)追加) 
 
表 9 一般動詞(-˙ t-「する」)現在形 
 フンザ方言 ガネシ方言(仮) ナゲル方言 
 SG PL SG PL SG PL 
1 éča báa éča báan éča báa éča báan éča báa éča báan 
2 éčáa éčáan éčóo éčóon éču báa éču báan 






3 HF éču bo éču bo éču bo 
3 X éči bi éčié(n) éči bi éčié(n) éči bi éči bió 
3 Y éčilá éčicá(n) éčilá éčicá(n) éči bilá éči bicá(n) 
(Tiffou 1999: 209。一部改変・ガネシ方言(仮)追加) 
 
4. 結論 
 先に§1.1 で挙げたガネシ方言(仮)の位置付けの模式図を、§3 での考察から、より厳密な
具合に、以下図 3 の様に修正する。 
 









点を纏めると、以下の 3 点が挙げられる。 
  ☆ 擬似等語(等形態素)線の示す、語幹・接辞に於けるガネシ町の中洲的な分布 
  ☆ ガネシ町に於ける、独自の音形をした動詞人称接尾語の存在 































H human class 
HF human-female class 
HM human-male class 
HZ Hunza dialect 






X x class 
Y y class 
3 3rd person 
@- Type-I prefix slot 
@-˙ Type-II prefix slot 
@-˙μ- Type-III prefix slot 
= clitic boundary 
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